
地理  2 4 中 1  社会 ふつう  その 1 こたえ

南アメリカの産業と環境
名前

月 日

世界の姿 日本の姿 気候と暮らし アジア州 ヨーロッパ州 アフリカ州 北アメリカ州 南アメリカ州 オセアニア州

今
日
の
問
い

南アメリカでは、開発と環境を守ることを、どう両立させようとしているのだろう。
語群はありません。習ったことを思い出して書こう。

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 チリで多くとれる鉱産資源は である。

2 ブラジルでは、近年 や肉類の輸出がのびている。

3 森林の伐採は、 や畑、鉱山の開発のために進んだ。

4 ブラジルでは、 でさとうきびやコーヒーが栽培されている。

5 焼畑農業では、森林を焼いた を肥料にする。

6 では、銅が多くとれる。

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 ブラジルで多くとれる鉱産資源は、銅である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

8 ブラジルでは、バイオエタノールが自動車の燃料に使われている。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

9 モノカルチャー経済とは、少ない種類の農産物や資源の輸出にたよる経済である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

10 ブラジルは、かつてコーヒーの輸出にたよるモノカルチャー経済だった。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

11 アマゾン川の流域で森林の伐採が進んだ理由として、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア 先住民が焼畑をやめたため イ 牧場や畑、鉱山の開発のため

ウ 地球温暖化をふせぐため エ 雨が多くなりすぎたため

12 ブラジルの農業について、正しいものを選びなさい。　( ア )

ア さとうきびやコーヒーの生産量が世界有数である イ 小麦の生産量だけが世界有数である

ウ 農業はほとんど行われていない エ 茶の輸出にたよってきた
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銅

大豆

牧場

大農園

灰

チリ

鉄鉱石

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら
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